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本号の巻頭言は長井正嗣教授にお願いいたしました。

Hybrid桁設計考と“Synthesis”、“Integration”力と題して、Hybrid桁の限界状態設計とその優位性、

さらに橋梁の維持管理について貴重なご意見を頂いております。先生にはご多忙のところ玉稿をお寄

せ頂き、誠に有り難うございました。誌面を借りまして厚く御礼申し上げます。

先日弊社において、東京港臨海大橋（仮称）の浜出しが行われ、多数の関係者が見学にみえ、各新

聞誌、テレビでも取り上げられました。近年の公共事業に対する社会からの厳しい声に、歯がゆい思

いがしておりましたが、このような報道により、公共事業の必要性、橋梁メーカーの優れた技術力を

一般の皆様にも認知して頂けるものと思います。

この技報においても、宮地の新設橋梁の開発・設計・架設から既設橋梁の補修に至るまで幅広い技

術を報告することにより、橋梁に関する技術の向上に貢献できれば幸いです。

最後になりましたが、執筆者を始め多くの関係者の御協力により本号を発刊することが出来たこと

に感謝致します。


